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長野盆地西縁断層帯（信濃川断層帯）の長期評価（一部改訂） 
 

 
長野盆地西縁断層帯は、長野盆地の西縁に沿って分布する活断層帯である。ここでは、昭和

61－平成７年度に地質調査所（現：産業技術総合研究所）によって行われた調査及びその後に

大学などによって行われた調査をはじめ、これまで行われた調査研究成果に基づいて、この断

層帯の諸特性を次のように評価した。 

 

１． 断層帯の位置及び形態 

長野盆地西縁断層帯は、長野県下高井郡野沢温泉村から木島平村、飯山市、中野市、小布施

（おぶせ）町、長野市、千曲（ちくま）市、東筑摩郡麻績（おみ）村、筑北村にかけて、長野

盆地の西縁に沿って延びている。長さは約74kmで、概ね北北東－南南西に延びる。北西側が南

東側に対して相対的に隆起する逆断層帯である（図１、２及び表１、３）。長野盆地西縁断層

帯は、その形態などから、野沢温泉村から千曲市に至る長さ約59kmの飯山－千曲区間と、千曲

市から筑北村に至る長さ約15kmの麻績区間に区分される。 

 

２． 断層帯の過去の活動 

飯山－千曲区間の最新の活動は、1847 年に発生した善光寺地震（マグニチュード（Ｍ）7.4）

であると考えられる。この時、断層の北西側が南東側に対して、相対的に２－３ｍ程度隆起し

たと推定される。活動の間隔は、８百－２千５百年程度の可能性がある（表１）。 

 麻績区間については、過去の活動は不明である（表３）。 

 

３． 断層帯の将来の活動 

長野盆地西縁断層帯は、飯山－千曲区間と麻績区間の２つの区間に分かれて活動すると推定

される。 

飯山－千曲区間では、Ｍ7.4－7.8程度の地震が発生すると推定され、その際、断層の近傍の

地表面では、北西側が南東側に対して相対的に２－３ｍ程度高まる段差や撓（たわ）みが生じ

る可能性がある（表１）。最新活動後の経過率及び将来このような地震が発生する長期確率は、

表２に示すとおりである（注１、２）。 

麻績区間では、Ｍ6.8程度の地震が発生する可能性があり、その際、断層の近傍の地表面では、

北西側が南東側に対して相対的に最大２ｍ程度高まる段差や撓（たわ）みが生じる可能性があ

る（表３）。最新活動後の経過率及び将来このような地震が発生する長期確率は不明である。 

飯山－千曲区間と麻績区間はそれぞれ別々に活動すると推定されるが、両区間が同時に活動

する可能性も否定できない。その場合にはＭ7.9 程度の地震が発生する可能性もある。この場合

の地震発生確率を求めることはできないが、各区間が単独で活動する確率より大きくなること

はないと考えられる。 

 

４． 今後に向けて 

長野盆地西縁断層帯は、活動度の高い断層であるが、断層活動の実態を示す十分な資料は整

っていない。より信頼度の高い評価を行うためには、平均的なずれの速度、平均活動間隔など

を精度良く明らかにする必要がある。また、麻績区間では、平均的なずれの速度や過去の活動

に関するデータが得られていない。地震発生確率を算出するうえで、これらのデータを取得す

るための調査が必要である。また、地下構造においても、特に地震発生層では地表付近と反対
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の南東傾斜となっている可能性が指摘されていることから、地下における断層面の位置・形状

などについて調査研究を進め、飯山－千曲区間と麻績区間の関連性を明らかにすることが必要

である。 

 

 

 

 
 

図１ 長野盆地西縁断層帯の概略位置図（長方形は図２の範囲） 

Ｂ：文献22の反射断面位置 
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図２ 長野盆地西縁断層帯の位置と主な調査地点 

１：荒船地点 ２：蓮地点 ３：古牧地点 ４：東原地点 ５：篠ノ井地点 

Ａ：図７の地質断面位置 Ｂ：文献 22の反射断面位置  

：断層帯の端点    ：活動区間の端点  

断層の位置は文献 13、15、24、28、30 に基づく． 

基図は国土地理院発行数値地図 200000「長野」、「高田」、「高山」、「富山」を使用．  
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表１ 飯山－千曲区間の特性 

項 目 特 性 信頼度 根 拠（注３） 

１． 断層帯の 

位置・形態 

 

 (1) 長野盆地

西縁断層帯を

構成する断層 

長野盆地西縁断層、重地原（じゅうちは

ら）断層、北竜湖（ほくりゅうこ）断層 

 文献10、11、12、13、16、

28、30 による。 

(2) 断層帯の

位置･形状等 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯36°57.9′ 

東経138°27.8′ 

（南端）北緯36°31.5′ 

東経138°05.8′ 

長さ   約59km 

一般走向 N34°E 

上端の深さ 約０km 

傾斜角  北西傾斜20-40°程度 

 

 

地下における断層面の位置・形状 

長さ及び上端の位置 

  地表での長さ・位置と同じ 

一般走向 

   地表での一般走向と同じ 

傾斜角 

  北西傾斜20－40°程度 

（深さ４km以浅） 

幅 不明 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

文献８、13、15、28、30 に

よる。数値は図２から計

測。形状は図２を参照。 

 

 

一般走向は断層帯の北端

と南端を直線で結んだ方

向（図２参照）。 

傾斜角は文献16、18、22、

33による。 

 

 

上端の深さが０km である

ことより推定。 

 

 

文献１、４、８、９、10、

11、13、14、16、17、18、

28、29、30、31、32に示さ

れた地形･地質、及び反射

断面の特徴により判断。深

度４kmまでの傾斜角は主

に文献４による。 

 

文献４、22、32によると、

深さ４km以深は南東傾斜 

 

（地震発生層の下限は深

さ15km 程度。） 

(3)断層のず

れの向きと種

類 

北西側隆起の逆断層（地表付近） 

 

◎ 文献１、４、８、９、10、

11、13、14、16、17、18、

28、29、30、31、32等に示

された地形･地質・反射断

面の特徴による｡ 

２．断層帯の過去

の活動 

 

 (1) 平均的な

ずれの速度 

断層帯全体 1.2－2.6m／千年程度（上下

成分） 

△ 文献１、５、６、14、16、

17、26 による。 

 

(2) 過去の活

動時期 

活動１（最新活動）  

1847 年（善光寺地震） 

 

 

◎ 

 

 

文献２、３、17、25、26、

27、29等により判定。 
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活動２（一つ前の活動） 

約１千５百年前以後、約１千年前以前 

 

△ 

(3) １ 回の

ずれの量と平

均活動間隔 

1 回のずれの量（撓（たわ）みを含む） 

２－３ｍ程度（上下成分） 

平均活動間隔 ８百－２千５百年程度 

 

○ 

△ 

１回のずれの量は文献２、

26により判定。 

平均活動間隔については

説明文２－２節「断層帯の

過去の活動」を参照。 

(4) 過去の活

動区間 

区間全体で１区間 ○ 文献２による。 

３．断層帯の将来

の活動 

 

 (1)将来の活

動区間及び活

動時の地震の

規模 

活動区間  区間全体で１区間  

地震の規模 

 マグニチュード7.4－7.8 程度 

ずれの量（撓みを含む） 

２－３ｍ程度（上下） 

 

長野盆地西縁断層全体が同時に活動する

場合  マグニチュード7.9程度 

○ 

 

○ 

 

△ 

 

 

▲ 

 

 

断層の長さ及び善光寺地

震の規模から推定。 

全体で６ｍ程度 

 

 

断層の長さから推定 

 

表２ 飯山－千曲区間の将来の地震発生確率等 

項 目 
将来の地震発生確率等 

（注４） 

信頼度 

（注５） 
備 考 

地震後経過率（注６） 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後100 年以内の発生確率 

今後300 年以内の発生確率 

 

集積確率（注７） 

0.07 － 0.2 

 

ほぼ０% 

ほぼ０% 

ほぼ０% 

ほぼ０% － ２% 

 

ほぼ０% 

ｂ 
発生確率及び集積確率

は文献７による。 

 

表３ 麻績区間の特性 

項 目 特 性 信頼度 根 拠（注３） 

２． 断層帯の 

位置・形態 

 

 (1) 長野盆地

西縁断層帯を

構成する断層 

麻績（おみ）断層 

 

 文献23、24による。 

(2) 断層帯の

位置･形状等 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯36°31.6′ 

東経138°05.2′ 

（南端）北緯36°24.6′ 

東経138°00.6′ 

長さ   約15km 

一般走向 N28°E 

 

上端の深さ 約０km 

傾斜角   北西傾斜 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

◎ 

○ 

 

 

 

文献23、24に示された資料

及び地形･地質の特徴によ

り判断。 

 

 

一般走向は断層帯の北端

と南端を直線で結んだ方

向（図２参照）。 

文献21、22による。 
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地下における断層面の位置・形状 

長さ及び上端の位置 

 地表での長さ・位置と同じ 

一般走向 

地表での一般走向と同じ 

傾斜角  北西傾斜（地表付近） 

 

幅  不明 

 

 

○ 

  

 ○ 

○ 

 

 

  

 

 

上端の深さが０km である

ことより推定。 

 

文献23、24に示された資料

及び地形･地質の特徴によ

る｡文献19、20、21による

と、深部は南東傾斜。 

 

（地震発生層の下限は深

さ15km 程度。） 

(3)断層のず

れの向きと種

類 

北西側隆起の逆断層（地表付近） 

 

 

◎ 文献23、24に示された資料

及び地形･地質の特徴によ

る｡ 

２．断層帯の過去

の活動 

 

 (1) 平均的な

ずれの速度 

不明   

(2) 過去の活

動時期 

不明   

(3) １ 回の

ずれの量と平

均活動間隔 

1 回のずれの量（撓みを含む） 

２m 程度（全体） 

平均活動間隔 不明 

 

△ 

 

断層の長さから推定。 

(4) 過去の活

動区間 

区間全体で１区間 ○ 断層の地表形態から推定 

３．断層帯の将来

の活動 

 

 (1)将来の活

動区間及び活

動時の地震の

規模 

活動区間 区間全体で１区間 

地震の規模 マグニチュード6.8 程度 

ずれの量（撓みを含む） 

 ２ｍ程度（全体） 

 

長野盆地西縁断層全体が同時に活動する

場合 マグニチュード7.9程度 

 ○ 

△ 

 

△ 

 

 

▲ 

 

断層の長さから推定。 

注１：「長期的な地震発生確率の評価手法について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2001a）によれ

ば、1995 年兵庫県南部地震、1858 年飛越地震の地震発生直前における30年確率（暫定値）と集積確率

(暫定値)、及び本評価結果による最新活動時期と平均活動間隔を用いて算出した1847年善光寺地震の地

震発生直前における30 年確率と集積確率は以下のとおりである。 

地震名 活動した活断層 

地震発生直前

の30 年確率

(%) 

地震発生直前

の集積確率(%) 

断層の平均

活動間隔 

(千年) 

1995 年兵庫県南部地震 

（Ｍ7.3） 

野島断層 

(兵庫県) 

0.4%－８% ２%－80% 約1.8－ 

約3.0 

1858 年飛越地震 

（Ｍ7.0－7.1） 

跡津川断層 

(岐阜県・富山県) 

ほぼ０%-10% ほぼ０%－90%

より大 

約1.9－ 

約3.3 

1847 年善光寺地震 

（Ｍ7.4） 

長野盆地西縁断層帯

(長野県) 

ほぼ０%-20% ほぼ０%－90%

より大 

約0.8－ 

約2.5 

「長期的な地震発生確率の評価手法について」に示されているように、地震発生確率は前回の地震後、

十分長い時間が経過しても100％とはならない。その最大値は平均活動間隔に依存し、平均活動間隔が

長いほど最大値は小さくなる。平均活動間隔が１千年の場合は30 年確率の最大値は20％程度、２千年

の場合は10%程度である。 

注２：信頼度は、特性欄に記載されたデータの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとおり。 
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◎：高い、○：中程度、△：低い、▲：かなり低い 

注３：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献1：赤羽ほか（1992） 

文献2：粟田ほか（1987） 

文献3：粟田ほか（1990） 

文献4：Elouai et al. (2004) 

文献5：早津（1985） 

文献6：早津ほか（2004） 

文献7：地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001a） 

文献8：池田ほか編（2002） 

文献9：加藤・赤羽（1986） 

文献10：活断層研究会（1980） 

文献11：活断層研究会（1991） 

文献12：松田（1990） 

文献13：宮内ほか（2000） 

文献14：宮内・武田（2004） 

文献15：中田・今泉編（2002） 

文献16：仁科ほか（1985） 

文献17：大石ほか（2001） 

文献18：岡田ほか（2006） 

文献19：Sato et al. (2004a) 

文献20：Sato et al.(2004b) 

文献21：Takeda et al. (2004) 

文献22：佐藤ほか (2012) 

文献23：田力・松多（2005） 

文献24：田力ほか（2013） 

文献25：佃・粟田（1986） 

文献26：佃ほか（1990） 

文献27：佃ほか（1995） 

文献28：堤ほか（2000） 

文献29：東郷（2002） 

文献30：東郷ほか（2000） 

文献31：柳沢ほか（2001） 

文献32：Okada and Ikeda（2012） 

文献33：石山ほか（2013） 

注４：評価時点はすべて2015 年１月１日現在。「ほぼ０%」は10-3%未満の確率値を示す。なお、計算に当たっ

て用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。 

注５：地震後経過率、発生確率及び現在までの集積確率（以下､発生確率等）の信頼度は、評価に用いた信頼で

きるデータの充足性から、評価の確からしさを相対的にランク分けしたもので、a からd の４段階で表

す。各ランクの一般的な意味は次のとおりである。 

ａ：（信頼度が）高い b：中程度 c：やや低い d：低い 

発生確率等の評価の信頼度は、これらを求めるために使用した過去の活動に関するデータの信頼度に

依存する。信頼度ランクの具体的な意味は以下のとおりである。分類の詳細については付表を参照のこ

と。なお、発生確率等の評価の信頼度は、地震発生の切迫度を表すのではなく、発生確率等の値の確か

らしさを表すことに注意する必要がある。 

発生確率等の評価の信頼度 

ａ：過去の地震に関する信頼できるデータの充足度が比較的高く、これを用いて求めた発生確率等の値

の信頼性が高い。 

ｂ：過去の地震に関する信頼できるデータの充足度が中程度で、これを用いて求めた発生確率等の値の

信頼性が中程度。 

ｃ：過去の地震に関する信頼できるデータの充足度が低く、これを用いて求めた発生確率等の値の信頼

性がやや低い。 

ｄ：過去の地震に関する信頼できるデータの充足度が非常に低く、これを用いて求めた発生確率等の値

の信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が大きく変わる可能性が高い。または、最

新活動時期のデータが得られていないため、現時点における確率値が推定できず、単に長期間の平

均値を確率としている。 

注６：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地震発生

時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると1.0 となる。今回の評価の数字で、0.1 、
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0.2は168 年をそれぞれ2,500 年、800 年で割った値。 

注７：前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確率。  
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（説明） 

１． 長野盆地西縁断層帯に関するこれまでの主な調査研究 

長野盆地西側の山地の急崖は、古くから断層崖であると考えられてきた（例えば辻村，1932）。

森本ほか（1966）は、豊野（とよの）付近において、第四紀に堆積した豊野層の背斜構造が、

丘陵地形と調和的であることを指摘した。豊野層団体研究グループ（1977）は、長野盆地西縁

部の地質構造は、盆地西縁に沿って走る逆断層によって規制されており、第四紀はじめ以降の

この断層の活動が、長野盆地の形成に関与していることを明らかにした。長野県防災会議（1979）

は、本断層帯飯山－千曲区間の第四紀初期以後の上下変位量は、長野盆地西縁で1900m を超え

ているとし、第四紀における平均変位速度は約１mm／年に達しているとした。赤羽（1982）は、

この地域の活断層の形成時期は、山地側（北西側）に位置するものほど古く、盆地側（南東側）

に位置するものほど新しいことを指摘した。大石ほか(2001)は、中野市安源寺のボーリング調

査に基づいて過去約4200年間の平均上下変位速度が1.2ｍ/千年以上であると指摘した。宮内・

武田(2004)は飯山盆地周辺の断層変位地形を調べ、２ｍ/千年に達する上下変位速度を指摘した。 

活断層研究会編（1980，1991）、仁科ほか（1985）は、この地域において、北東－南西ない

し南北方向に数列並走もしくは雁行する、長さ数km－十数km程度の複数の活断層を記載した。

「都市圏活断層図 飯山・中野・長野図幅」(宮内ほか，2000；堤ほか，2000；東郷ほか，2000)

では、この地域でこれまで記載されてきた活断層のうち、主に盆地側に位置するものが示され

ている。また、池田ほか編（2002）、中田・今泉編（2002）にもほぼ同様の活断層が示されて

いる。一方、田力・松多（2005）及び田力ほか(2013)は、長野盆地の西縁から延びる断層が麻

績（おみ）盆地まで連続していることを示した。 

断層の地下構造については、反射法弾性波探査（Sato et al. 2004a; Sato et al. 2004b;Elouai 

et al. 2004；岡田ほか，2006; 佐藤ほか, 2012; 石山ほか，2013）、屈折法弾性波探査（Takeda 

et al. 2004）及び地震波トモグラフィ解析（Panayotopoulos et al., 2014）等で検討されて

いる。 

本断層帯飯山－千曲区間から発生した地震として、1847 年善光寺地震（Ｍ7.4）がある。大

森（1913）は、現地調査により、この地震で形成された撓（とう）曲崖を確認した。Imamura（1930）、

八木（1947，1948）、八木・八木（1958）、佐山・河角（1973）などは、この地震に関する史

料の解読を行い、この地震に伴って長野市付近で北西側隆起の地震断層が出現したことを指摘

した。粟田ほか（1987）は、史料の解読と地形調査等による検証を行い、飯山市から長野市に

至る多くの地点で地震断層が出現したことを指摘した。 

佃・粟田（1986）は、断層露頭調査により、飯山－千曲区間の活動時期を推定した。粟田ほ

か（1990）、佃ほか（1990）は、段丘調査とボーリング調査により、断層の活動時期、平均活

動間隔及び単位上下変位量について検討した。佃ほか（1995）は、同区間の副断層のトレンチ

調査により、それらが数回活動したことを指摘した。佃ほか（1991）、気象庁地震観測所（1991）

は、同区間南端部の遺跡で見られた液状化痕跡から、液状化をもたらした地震の発生時期を推

定した。早津ほか（1999）は、同区間北端部付近の遺跡が断層変位を被っているとして、これ

をもたらした断層及びその活動時期について検討した。Sugito et al. (2010)は長野市篠ノ井

でトレンチ及びボーリング調査を実施し、同区間の活動時期を検討した。 

 

２． 長野盆地西縁断層帯の評価結果について 

地震調査研究推進本部（1997）は、長野盆地付近から信濃川に沿って、新潟県に延びるとさ

れる本断層帯を信濃川断層帯と呼んだ。地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001b）は、評

価の対象とした本断層帯が主に長野盆地の西縁に分布することから、長野盆地西縁断層帯と呼

称した。ここでも同様に、長野盆地西縁断層帯と呼ぶことにする。 

 

２－１． 断層帯の位置・形態 

（１）長野盆地西縁断層帯を構成する断層 

長野盆地西縁断層帯は、長野県下高井郡野沢温泉村から長野市を経て東筑摩郡筑北村に至る

断層帯である（図１、２）。本断層帯は飯山－千曲区間と麻績区間の二つの活動区間に区分され

る。飯山－千曲区間は、長野盆地西縁断層、重地原（じゅうちはら）断層及び北竜湖（ほくりゅ
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うこ）断層から構成される。麻績区間は、麻績断層から構成される。 

飯山－千曲区間を構成する長野盆地西縁断層は、長野盆地の西縁部に位置し、下高井郡野沢温

泉村から長野市の南方にかけてほぼ連続して分布している。本区間の北部では、その東側に短

い活断層として、重地原断層及び北竜湖断層が存在する。長野盆地西縁断層、重地原断層、北

竜湖断層は、相互の隔たりが３km 以内で近接すること、走向及び変位のセンスをほぼ同じくす

る断層群であることから、これらを一括して飯山－千曲区間とした（図２）。 

飯山－千曲区間を構成する断層の位置・形態は、仁科ほか（1985）、活断層研究会編（1980，

1991）、「都市圏活断層図 飯山・中野・長野図幅」(宮内ほか，2000；堤ほか，2000；東郷ほ

か，2000)、池田ほか編（2002）、中田・今泉編（2002）などに示されている。これらでは、主

要な断層分布についてほぼ共通した認識が示されている。断層の位置及び名称は、「都市圏活

断層図 飯山・中野・長野図幅」によった。 

麻績区間を構成する麻績断層は、長野盆地西縁断層の南側に隣接し、飯山－千曲区間と走向

及び変位センスをほぼ同じくするが、次の理由によりここでは飯山－千曲区間と区別した。す

なわち、飯山－千曲区間では断層東方に長野盆地が形成され犀川（さいがわ）丘陵との間に顕

著な地形境界が形成されているのに対し、麻績区間では、断層の南東側に麻績盆地が形成され

ているものの、長野盆地に比べてかなり小規模で地形の境界もあまり明瞭ではないことから、

麻績区間の平均的なずれの速さは飯山－千曲区間と比較して相対的に小さいと推定される。さ

らに、長野盆地は千曲川がほぼ直角に屈曲する千曲市付近で終わることは、長野盆地西縁断層

から麻績断層に至る境界部での地下構造の変化を示していると推定される。 

麻績区間の位置・形態は、長野盆地の西縁沿いに南部に延びる断層が麻績盆地まで連続する

ことを示した田力・松多（2005）、田力ほか(2013)を基本とした。 

本断層帯北方の関田山地に分布する断層群（野々海（ののみ）峠断層、関田（せきだ）峠・

黒倉山断層群、黒岩山断層（活断層研究会編，1980，1991；図３）など）については、重力性

の正断層群である可能性が高い（柳沢ほか，2001）ことから、本断層帯には含めず、評価の対

象としないことにした。また、本断層帯北東方の青倉断層、宮野原断層、平滝断層、伏野峠断

層（活断層研究会，1980，1991；図３）は、本断層帯との隔たりが５km 以上で、走向及び変位

のセンスも本断層帯と異なることから本断層帯には含めないことにした。なお、青倉断層、宮

野原断層付近では東北地方太平洋沖地震の翌日2011年3月12日にＭ6.7の地震が発生した。 

 

（２）断層面の位置・形状 

長野盆地西縁断層帯の飯山－千曲区間は、長さ約59 km、走向N34°E、麻績区間は、長さ約15 

km、走向N28°Eとなる（図２）。断層面上端の深さは、断層による変位が地表に達しているこ

とから、飯山－千曲区間、麻績区間ともに約０km と考えられる。 

飯山－千曲区間については、Elouai et al. (2004)は、大町と長野を結ぶ反射法弾性波探査

測線のデータを再解析して長野盆地西縁断層の深部延長が深さ４kmまで傾斜30°程度で北西に

傾斜することを示した。浅部での北西傾斜の断層形状は、岡田ほか（2006）、石山ほか（2013）

によってもよく捉えられている。岡田ほか（2006）は300ｍ以浅で35－50°程度の傾斜を推定し

ているのに対し、石山ほか（2013）は１km以浅で10－35°程度と比較的低角である。また、佐

藤ほか（2012）でも深さ２km程度までは15－20°程度の傾斜を推定している。 

一方、麻績区間については、その地形表現に基づいて北西側隆起の逆断層と推定されている

ことから（田力・松多，2005；田力ほか，2013）、地表付近では北西傾斜と推定される。 

以上のことから、飯山－千曲区間については、地表面近く及び深さ４km以浅は傾斜角20－40°

程度で北西傾斜と推定される。麻績区間については、地表付近は北西傾斜の可能性がある。 

なお、深部においては、Elouai et al. (2004)は、同断層の深部延長は深さ５km程度で南東

傾斜の断層と交差すると解釈している。また、Takeda et al. (2004)は屈折法弾性波探査によ

り、同様に深部で南東傾斜となる断層深部形状を推定した。佐藤ほか（2012）は飯山－小谷測

線（図２）に沿う反射法弾性波探査と屈折トモグラフィ解析に基づいて、長野盆地西縁断層の

深部延長はやはり深さ５km程度で南東傾斜の断層と交差してウェッジ・スラストシステムを構

成すると解釈している（図４）。Okada and Ikeda (2012)も、重力データを併用しつつElouai et 

al. (2004)と同じ測線のデータを再解析し、やはり同様な深部形状を解釈している。麻績区間
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についても、Sato et al. (2004b)は、地震波探査に基づいて、深部では南東傾斜の断層を解釈

している。 

 

（３）断層の変位の向き（ずれの向き）（注８） 

＜飯山－千曲区間＞ 

飯山－千曲区間を構成する断層は、加藤・赤羽（1986）、仁科ほか（1985）、活断層研究会

編（1980，1991）、赤羽ほか（1992）、宮内ほか（2000）、堤ほか（2000）、東郷ほか（2000）、

柳沢ほか（2001）、池田ほか編(2002)、中田・今泉編（2002）、宮内・武田(2004)などに示さ

れた変位地形や地質構造から、北西側を南東側に対して相対的に隆起させていると考えられる。

本区間は、断層の北西側に撓曲や膨らみを伴うことがあるので、北西側が南東側に乗り上げる

逆断層と考えられる。また、主断層の北西側に、南東側隆起で南東傾斜の断層面を有する逆断

層(例えば、佃ほか(1995)の荒舟断層など)が分布することがあるが、これらは、主断層の逆断

層運動に伴って副次的に生じたものと考えられる。 

 

＜麻績区間＞ 

麻績区間を構成する断層は、（２）に示したように北西側を南東側に対して相対的に隆起さ

せていると考えられる。本区間は、断層の北西側に撓曲や膨らみを伴うことがあるので、北西

側が南東側に乗り上げる逆断層と考えられる。 

 

２－２． 断層帯の過去の活動 

（１） 平均変位速度（平均的なずれの速度）（注８） 

＜飯山－千曲区間＞ 

飯山－千曲区間の平均変位速度の推定に関する資料として以下のものがある。 

 

①  中野市古牧付近において、佃ほか（1990）は、本区間の活動で撓曲変形した河成段丘面(ｉ

面)の形成年代が約７千６百年前の14Ｃ年代を示すこと、及びその当時、前方の下盤側低地部

（飯山市蓮地点）で形成されつつあった低湿地堆積物（約７千１百年前の14Ｃ年代を示す）

が、700－800ｍ下流でのボーリング調査の結果、地表下約６ｍに分布することを明らかにし

ている（図５、６）。両者の高度差約18.5ｍ（図６からの読み取りによる）を本区間の活動

による上下変位量とすると、その後の平均変位速度は2.4－2.6ｍ/千年となる。 

②  長野市豊野町付近において、赤羽ほか（1992）は、本区間を挟んだ両側で掘削された大深

度ボーリングの結果に基づき地質断面図を作成した（図２、７）。この地質断面図から、中

期更新世の豊野層の基底高度が、本区間を挟んで400ｍ以上食い違っていることが読み取れ

る。豊野層の下位に分布する鳥居川火砕岩（赤羽ほか，1992）は、牟礼（むれ）岩屑なだれ

堆積物（早津，1985；長森ほか，2003）に対比されており、早津（2004）にしたがってその

形成年代を約17－23 万年前とすると、豊野層基底面形成後における本区間の上下方向の平

均変位速度は1.7－2.4ｍ／千年以上となる。 

③ 大石ほか(2001)は、中野市安源寺においてボーリング調査を実施し、沖積面上の撓曲崖の直

下で元々ほぼ水平に堆積したと考えらえる湿地性堆積物の変形から、過去約4200年間の平均

上下変位速度が1.2ｍ/千年以上であることを明らかにしている。 

④  宮内・武田(2004)は本区間の飯山盆地周辺の断層変位地形の精密測量、変位基準となった

河成地形面の構成物質及びその被覆層の観察・テフラの試料採取から完新世の上下変位速度

が２ｍ/千年に達することを指摘している。 

⑤ 仁科ほか（1985）は、一部の丘陵背面の原面形成期を約10－15 万年前と推定し、その前縁

の変動崖の比高をその後の上下変位量とみなして平均変位速度を求めており、本区間の飯山

市戸狩新田付近で1.0－1.3ｍ/千年、本区間中部の中野市草間付近で1.0－1.5ｍ/千年、本区

間中－南部の長野市三才付近で0.4－0.6ｍ/千年、長野市城山付近で0.3－0.5ｍ/千年の値を

導いている。 

 

上記の資料のうち、⑤の仁科ほか（1985）が求めた数値については、変位基準やその形成年
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代、変位量に関する具体的な認定根拠が示されていないので、その妥当性を評価できない。②

の豊野町付近での推定値は、10 万年を越える長期間の平均速度値として貴重な資料であるが、

変位基準や変位量の認定がわずかなボーリング資料に基づいており、変位基準の年代も推論に

よっていることから、信頼度の高いものとは言えない。①の古牧付近は、具体的な年代測定値

に基づいて変位基準の形成年代そして平均変位速度の見積もりが可能な地点である。しかし、

ここではもともと高度差のあったものを変位基準としているとも推測され、ｉ面の変位量は本

来上記の約18.5ｍより小さいと見るべきであろう。よって、上記の2.4－2.6ｍ/千年は、考えら

れる最大値として扱う必要がある。一方、これらの資料はともに平均変位速度が千年につきメ

ートルオーダーに達していることを示唆している。③、④の結果も、これと整合的である。そ

こでここでは①―④の結果に注目し、本区間の上下変位に関する平均変位速度を1.2－2.6ｍ/千

年の可能性があると判断した。 

 

＜麻績区間＞ 

麻績区間については、具体的な平均変位速度に関する情報は得られていない。 

 

（２） 活動時期 

＜飯山－千曲区間＞ 

飯山－千曲区間の活動履歴に関する資料として以下のものがある。 

 

ａ）善光寺地震の地表地震断層 

長野市街地に広がる裾花川扇状地部において、大森（1913）は、1847 年善光寺地震で、北東

－南西方向に数町にわたって、北西側を約５尺隆起させる地表変位が生じたことを明らかにし

ている。Imamura（1930）、八木（1947，1948）、八木・八木（1958）、佐山・河角（1973）は、

この事実を再確認するとともに、これ以外の地点でも地表地震断層が出現したことを示す資料

の提示や分析を行っている。粟田ほか(1987)は、文部省震災予防評議会編（1941）などに基づ

く関係史料の再吟味と地形調査を実施して、同地震時には、少なくとも図８に示された１－９

の各地点（飯山市街地北方の長峰山麓、飯山市街地、飯山市静間、中野市立ヶ花（たてがはな）、

長野市三輪北方、長野市妻科（つましな）・長野市小柴見、長野市小市、長野市小松原、長野

市小松原南方）で地表変位（いずれでも平野側低下）が生じ、あるいは生じた可能性があると

した。地点４に近い豊野町浅野で地層抜き取り調査やボーリング調査を行った大石ほか（2001）

は、約200 年前に堆積した礫層とその堆積面に、北西側隆起約1.4ｍの上下変位を認め、これを

善光寺地震時のものと推定している。東郷（2002）は長野市小松原を対象とした詳細地形判読

の結果を記載し、そこで認められる崖の一部が善光寺地震時に出現した可能性が高く、少なく

とも約３kmにわたってほぼ連続して保存されていることを示している。 

以上から、1847 年善光寺地震時に地表地震断層が出現したことは明らかであり、この時の断

層変位は、それが生じた、あるいはその可能性がある地点が飯山－千曲区間に沿って認められ、

いずれの地点でも変位の向きが調和的であることなどから、同区間の活動によるものと考えら

れる。 

 

ｂ）飯山市荒舟地点の断層露頭調査 

本露頭は、飯山市荒舟の山地基部で発見されたもので、次に扱うｃ）荒舟地点Ｂトレンチ調

査地点の北西約300ｍに位置する（図９、10）。 

佃・粟田（1986）によると、ここでは、図10に示すように、更新世前期の安山岩質凝灰角礫

岩とこれを不整合で覆うC 層が、A 層・B 層と断層で接しており、C 層・B 層を覆うD 層・E 層

は、断層によって切られていない。したがって、ここでは、B 層・C 層堆積後、D 層堆積前に

断層活動があったと考えられる。C 層とD 層に関する14Ｃ年代測定結果に基づくと、この断層活

動の時期は約１千５百－１千年前となる。 

この露頭では、断層の南東側に全体としてより若い堆積物が位置していることから、南東側

が相対的に低下したと考えられる。その場合、C 層は少なくともB 層上部より層位的下位にあ

ると推定されるが、14Ｃ年代測定結果は逆にC 層の方が若いことを示しており、矛盾している。



13 

 

これらの年代測定結果が妥当なものであるとすると、南東側（平野側）が低下する変位だけで

は説明できない構造が存在することになり、変位様式上、飯山－千曲区間とは不調和な側面を

もつことも考えられる。すなわち、この露頭が示す断層活動については、本区間との連動性及

び推定発生年代に関し不確実な部分がある。 

 

ｃ）飯山市荒舟地点のＢトレンチ調査の結果 

本トレンチは、荒舟地点で、扇状地上に逆向き（西向き）低断層崖を形成した断層（荒舟断

層）を対象にして、地質調査所（現：産業技術総合研究所）が1988 年に掘削した三つのトレン

チのうちの一つである(図９、11)。荒舟断層は、本区間の上盤先端部に位置し、変位の向きは

逆であるが、本区間と同じような走向を有することから、本区間の活動により副次的に生じた

ものと考えられる。佃ほか（1995）によれば、ここでは、図11 に示すように、後期更新世の清

川礫層（N 層）及びこれを覆う地層群（下位よりM－A 層）と、それらの一部を変位させる断層

（F1－F5）が露出した。佃ほか（1995）は、このトレンチ観察から、M 層堆積後に６回の断層

活動があったことを指摘しているが、論拠説明が不十分であり、また、関係する基礎事実の記

載が欠けているため、それらを追認し、その妥当性を評価することが難しい。 

しかし、図11 で、南側壁面ではF5 断層がE 層を切断し、ずらしていることから、E 層堆積

後に断層活動があったことは明らかである。E 層上部の14Ｃ年代に基づき、この断層活動は約３

千９百年前以後に発生したと推定される。また、北壁面ではM 層とN 層が断層で接する構造を、

L 層が覆っている。M 層とN 層を分ける断層は後に生じたもので、M 層あるいはその一部は、

断層活動で東側にN 層の高まりが生じたことにより、その前面の凹所を埋める形で堆積したと

も推測される。いずれにしても、N 層堆積後でL 層堆積以前に、別の断層活動があったと考え

られる。L 層の14Ｃ年代は得られていないので、これより上位のJ 層の下部の14Ｃ年代に基づく

と、この断層活動の発生時期は約１万１千年前以前となる。 

 

ｄ）中野市古牧地点の段丘調査及び飯山市蓮地点のボーリング調査の結果 

佃ほか（1990）は、千曲川右岸の古牧地点で、上述のｉ面を最高位としてこれを含めた７段

の完新世段丘面の存在を認め（図６）、それぞれが本区間の活動ごとに生じた段丘面である可

能性を指摘した。 

古牧地点のすぐ下流に位置する千曲川左岸の低湿地部の蓮地点で実施されたボーリング調査

の結果、本区間の下盤側に位置するこの地点では、少なくとも地表下約10ｍまでが腐植土層と

砂層の互層からなることが明らかになった（図６）。粟田ほか（1990）、佃ほか（1990）は、

ここで繰り返し挟まれてくる腐植土層の存在に注目し、これらを本区間の活動による東側低地

部の間欠的沈降、それによる低湿地の形成を意味するものとして、腐植土層の存在とその14Ｃ年

代に基づき、1.4 千年BP 以後、1.4－2.6 千年BP、2.6－2.9 千年BP、2.9－4.8 千年BP、4.8 千

年BP、4.8－6.2 千年BP、6.2－7.8 千年BP、7.8－8.2 千年BP の各年代に断層活動があったと

推定した。 

以上は、いくつかの仮定に基づく推論である。したがって、用いられた仮定が現実的である

かどうかが問われるが、それを検討するための資料や論拠が示されていないため、参考資料扱

いにせざるを得ない。 

 

上記のａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）に基づく断層活動の時空間分布を図12に示す。 

以上のことから、1847 年善光寺地震を起こした断層活動が本区間の最新活動と考えられる。

約１千５百年前以後、約１千年前以前の時期に善光寺地震に先立つ断層活動があった可能性が

ある。 

さらに約１万１千年前以前にも本区間が活動したことはほぼ確かであるが、その時期につい

ては特定できない。 

 

＜麻績区間＞ 

麻績区間については、活動履歴に関する直接的な資料は得られていない。 

 



14 

 

（３） １回の変位量（ずれの量）（注８） 

＜飯山－千曲区間＞ 

飯山市から長野市にかけて、粟田ほか（1987）は、史料の分析とそれに対応する変動地形調

査の結果から、1847 年善光寺地震時における各地の上下変位量を図８のように推定した。以上

より、同地震時の上下変位量は、６尺－１丈（約２－３ｍ）程度と推定される。 

なお、東郷（2002）は長野市小松原における善光寺地震時の変動崖を横切る断面測量をもと

に、２ｍを上回る北西側隆起の上下変位があったことを導いている。また、粟田ほか（1990）、

佃ほか（1990）は、上述の古牧地点における段丘面の発達状態、蓮地点における腐植土層の埋

没状態から、上盤側の単位隆起量1.1ｍ、下盤側の単位沈降量1.9－2.3ｍを導き、両者の和3.0

－3.4ｍをこの付近の本区間の単位上下変位量とみなした。これらの数値は、結果的に善光寺地

震時の変位量と調和的なものとなっている。 

 

＜麻績区間＞ 

麻績区間では１回の活動に伴う変位量に関する直接的な資料は得られていない。 

本区間の長さが約15kmであることから、本区間の全体が活動した場合、経験式(1)によれば、

１回の活動に伴う変位量は約1.5ｍと計算される。 

以上のことから、１回の活動に伴う変位量としては、全体で２ｍ程度であった可能性がある。 

用いた経験式は次の式である（松田ほか，1980）。ここで、Ｌは断層の長さ（km）、Ｄは１

回の活動に伴う変位量（ｍ）である。 

 

Ｄ＝0.1Ｌ      （1） 

 

（４）活動間隔 

＜飯山－千曲区間＞ 

荒舟地点の断層露頭で明らかになった約１千５百－１千年前の断層活動が、1847 年善光寺地

震が示す本区間の最新活動の一つ前の活動であるとすると、その発生間隔は850－1350 年とな

る。平均変位速度（1.2－2.6ｍ/千年）と1 回の変位量（２－３ｍ）に基づき試算すると、平均

活動間隔は約800－2500 年となる。なお、粟田ほか（1990）、佃ほか（1990）は、蓮地点にお

ける８枚の埋没腐植土層の形成年代の平均間隔約950 年をもって本区間の平均活動間隔とみな

している。 

以上のことから、本区間の平均活動間隔は８百－２千５百年程度の可能性があると考えた。

この結論は、（６）の検討結果とも整合的である。 

 

＜麻績区間＞ 

麻績区間では古地震調査が実施されておらず、平均活動間隔は不明である。 

 

（５）活動区間 

飯山－千曲区間では、1847 年善光寺地震時には、北は飯山市北方、長峰山付近、南は長野市

小松原の南方でも地表地震断層が生じた、もしくはその可能性があることを示す古記録があり、

本区間に沿って出現した地表地震断層は40km 余の長さを有する可能性がある（粟田ほか，

1987；図８）。このことは、本区間の少なくとも長野盆地西縁断層を含む2/3が変位を起こした

ことを意味し、本区間全体がこの時活動したことを示すものである。そこで、飯山－千曲区間

においては、善光寺地震時のように全体にわたって変位を起こす活動が繰り返されているとみ

られる。一方、麻績区間については、飯山－千曲区間と同時に活動したという直接的な資料は

得られていない。また、２－１（１）の通り、麻績区間は飯山－千曲区間と比べて平均的なず

れの速さが小さいと考えられる。これらのことから、ここでは活動区間を飯山－千曲区間及び

麻績区間に分けた。 

 

（６）先史時代・歴史時代の活動 

1847年善光寺地震は、本断層帯の飯山－千曲区間に発生した。発生時期が幕末に近く、たま
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たま善光寺の御開帳の参詣客が多数居た時に発生したため、旅行者の被害も加わったが、全国

的に地震の被害状況などが流布され、松代藩領に関しては詳細な史料が残され、断層運動で地

表に変位が現れた場所などもよく判る地震である。 

本断層帯飯山－千曲区間の北端部に近接する飯山市の東原遺跡では、変形した縄文時代後期

中葉の生活面や遺構が多数発見されており、そのような変形活動は約３千５百－３千年前にあ

ったとされる（早津ほか，1999）。また、本区間の南端部に近接する長野市の篠ノ井遺跡では、

地震動に起因する地盤の液状化により発生したと推定される砂脈が発見されており、その観察

結果から、液状化をもたらした地震の発生時期について、概ね１千３百－１千１百年前（佃ほ

か，1991）あるいは約１千２百－１千１百 年前（気象庁地震観測所，1991）と推定されている

（図12）。 

 

これらのことから、少なくとも飯山－千曲区間は、A級活断層として千年に一度程度の活動を、

縄文後期、概ね1千３百年前—１千１百年前、1847年と繰り返してきたと推定される。 

 

なお、史料からの情報が少なく、当時信濃の国府であった松本が仮の震央とされている841年

信濃の地震（宇佐美ほか,2013）は、飯山－千曲区間の概ね1千３百年前―１千１百年前の活動

に対応することから、同区間で発生した可能性もある。ただし、同区間の１つ前の活動は５－

７世紀に限定されるという報告（杉戸ほか，2011）もある。 

 

（７）測地観測結果 

本断層帯とその周辺における2004年から６年間のGNSS連続観測結果（図13－１）及び1994

年までの約 100 年間の測地観測結果（図 13－２）では、周囲に比べ断層帯近傍で大きな縮みが

見られ、その方向はおおむね西北西－東南東方向である。この縮みが大きい領域は、新潟－神

戸ひずみ集中帯として知られており、本断層帯はその中に位置している。 

 

（８）地震観測結果 

本断層帯の周辺では、いくつかの地震活動の高まりが見られる。断層帯と千曲川を挟んで対

岸側の中央隆起帯では、火成活動に伴うＭ6程度の被害地震がしばしば発生する。その代表格は

1965－1967年に発生した松代群発地震であるが、本断層帯の活動ではない。飯山－千曲区間で

も1847年善光寺地震の余震活動と見られるＭ４クラスの地震が何カ所かで発生している。最近

の地震活動から、地震発生層の深さの下限は15km程度と推定される（図14）。 

 

２－３． 断層帯の将来の活動 

（１）活動区間と地震の規模 

飯山－千曲区間(約59km)は1つの活動区間と考えられることから、下記の経験式によりＭ7.8

程度の地震が発生すると算出される。一方、飯山－千曲区間で発生した1847年善光寺地震の規

模はＭ7.4 とされている（宇佐美ほか，2013）。これらに基づくと、飯山－千曲区間で発生す

る地震の規模はＭ7.4－7.8 程度と推定される。 

用いた経験式は次の式である（松田，1975，1990）。Ｌは1 回の地震で活動する断層の長さ

（km）、Ｍはその時のマグニチュードである。 

 

Ｍ＝（logL＋2.9）／0.6   （2） 

 

上記のような地震が発生した場合、1847年善光寺地震時の上下変位量に基づくと、北西側隆

起で２－３ｍ程度の段差や撓みを伴う変形が生じる可能性がある。 

麻績区間(約15 km)が１つの活動区間として活動した場合、経験式(2)からＭ6.8程度の地震が

発生し、その際に経験式(1)から断層近傍で２ｍ程度（全体）の変位が生じる可能性がある。 

飯山－千曲区間と麻績区間はそれぞれ別々に活動すると推定され、実際、これまでに両区間

が同時に活動した証拠は発見されていない。しかし、両区間の断層トレース、及び、一般走、

地下形状を考慮すると、本断層帯全体が同時に活動する可能性も否定できない。本断層帯全体



16 

 

（約74km）が同時に活動した場合、経験式（２）から、Ｍ7.9程度の地震が発生する可能性もあ

る。 

 

（２）地震発生の可能性 

飯山－千曲区間で得られた資料によると、平均活動間隔は約８百－２千５百年、最新の活動

以後の経過時間は168 年である。これによれば、平均活動間隔に対する現在における地震後経

過率は0.07－0.2 となる。また、信頼度の低い平均活動間隔を用いた計算であることに留意す

る必要があるが、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001a）に示された手法（ＢＰＴ分布

モデル、α＝0.24）によると、今後30 年以内、50 年以内、100 年以内、300 年以内の地震発

生確率は、それぞれ、ほぼ０％、ほぼ０％、ほぼ０％、ほぼ０％－２％となる。また、現在ま

での集積確率は、ほぼ０％となる（表２）。表４に、これらの確率値の参考指標（地震調査研

究推進本部地震調査委員会長期評価部会，1999）を示す。 

一方、麻績区間については、過去の活動に関する資料がないため、検討できない。 

断層帯全体が同時に活動する場合の地震発生確率も求めることはできないが、各区間が単独

で活動する確率より大きくなることはないと考えられる。 

 

２－４． 今後に向けて 

長野盆地西縁断層帯の最新の活動は1847 年善光寺地震であるが、その前の活動履歴や平均変

位速度及び平均活動間隔は十分に解明できていない。本断層帯に関して、より信頼度の高い評

価を行なうためには、それらを精度良く求めるための調査研究を継続して行なう必要がある。 

今回の評価では、長野盆地西縁断層帯の南部地域における研究成果を取り入れることにより、

断層帯に麻績区間の活動区間を追加した。また、長野盆地西縁断層帯の地下構造に関するデー

タが得られたことにより、従来不明であった同断層帯の傾斜を評価することができた。しかし、

現状では麻績区間の平均的なずれの速度や過去の活動に関するデータが得られておらず、地震

発生確率を算出するうえで、これらのデータを取得するための調査が必要である。また、地下

構造においても、特に地震発生層では地表と反対の南東傾斜となっている可能性が指摘されて

いることから、地下における断層面の位置・形状などについて調査研究を進め、飯山－千曲区

間と麻績区間の関連性を明らかにする必要がある。 
 
注８：「変位」を、１頁の本文及び４－５頁の表１では、一般的にわかりやすいように「ずれ」という言葉で

表現している。ここでは、専門用語である「変位」が表１の「ずれ」に対応するものであることを示すた

め、両者を併記した。以下、文章の中では「変位」を用いる。なお、活断層の専門用語では、「変位」は

切断を伴う「ずれの成分」と、切断を伴わない「撓みの成分」よりなる。 

注９：10,000 年BP よりも新しい炭素同位体年代については、Niklaus（1991）に基づいて暦年補正した値を用

いた。また、10,000 年BP－45,000 年BP の炭素同位体年代については、Kitagawa and van der Plicht

（1998）のデータに基づいて暦年補正した値を用いた。 
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図３ 長野盆地西縁断層帯から北方及び北東方に分布する断層 

断層の位置は文献11、15、28に、名称は文献11による。 

基図は国土地理院発行数値地図200000「高田」を使用。 
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図４ 飯山－小谷測線の反射法弾性波探査結果とトモグラフィ解析結果の地質学的解釈 

(佐藤ほか，2012) 

 

 

 

 

 

 
 

図５ 古牧付近の累積変形を受けた段丘面群と蓮のボーリング地点（Bl-4） 

（佃ほか,1990） 
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図６ 古牧付近の断層隆起を示す完新世段丘群と沈降を示す沖積堆積物 

（佃ほか,1990） 

 

 

 

 

 
図７ 長野市豊野町付近の地質断面図 縦：横＝２：１ 

赤羽ほか（1992）に加筆 
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図８ 善光寺地震に伴う地震断層が記録された地点と長野盆地西縁断層帯 

粟田ほか（1987）に加筆 
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図９ 荒舟地域の地形と断層の分布 

（佃ほか，1995）ＡとＢはトレンチ調査地，Ｚは断層露頭を示す． 
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図10 飯山市荒舟の断層露頭 

（佃ほか，1986）数字は14Ｃ年代 
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図11 飯山市荒舟のＢトレンチスケッチ 

（佃ほか，1995）



27 

 

 
 

図12 飯山－千曲区間の活動の時空間分布 
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基準期間：2004年11月01日 － 2005年02月28日 

比較期間：2010年11月01日 － 2011年02月28日 

 
 

図13－１ 2004年11月から2011年2月までのＧＮＳＳ連続観測による長野盆地西縁断層帯周辺

の水平ひずみ分布（国土地理院作成） 

スケールは 1.2×10-6。年間あたりのひずみ速度に換算すると、スケールは 0.2×10−6/

年となる。  
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図 13－２ 約 100 年間（1883 年～1994 年）の測地観測による長野盆地西縁断層帯周辺の水平ひ

ずみ分布（国土地理院作成） 

スケールは 20×10-6。年間あたりのひずみ速度に換算すると、図 13－１のスケール

（0.2×10-6/年）とほぼ等しい。 
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図14－１ 長野盆地西縁断層帯周辺の地震活動（気象庁作成） 

i）長野盆地西縁断層帯周辺の震央分布（2001 年１月１日～2014 年６月 30日）。深

さ 30km 以浅。Mすべて。ii）領域ａ内のＡ－Ｂ投影の断面図。iii）領域ａ内のＢ

－Ｃ投影の断面図。iv）領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図（地震活動経過図）。 
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図14－２ 長野盆地西縁断層帯の南方で発生した松代群発地震の活動（気象庁作成） 

i）松代群発地震の震央分布（1965年１月１日～1974年12月31日）。深さ30km以浅。

M≧4.0。ii）領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図（地震活動経過図）。 
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表４ 長野盆地西縁断層帯（飯山－千曲区間）の地震発生確率及び参考指標 

項 目 数 値 備 考 

地震後経過率 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後100 年以内の発生確率 

今後300 年以内の発生確率 

 

集積確率 

0.07 － 0.2 

 

ほぼ０% 

ほぼ０% 

ほぼ０% 

ほぼ０% － ２% 

 

ほぼ０% 

 

 

発生確率及び集積確率は地

震調査研究推進本部地震調

査委員会（2001a）参照。 

指標(1)経過年数 

比 

指標(2) 

指標(3) 

指標(4) 

指標(5) 

-１千６百年 － -４百年 

0.1 － 0.3 

ほぼ０ 

ほぼ０% 

ほぼ０ 

0.0004 － 0.001 

地震調査研究推進本部地震

調査委員会長期評価部会

（1999）参照。 

 
注10：評価時点はすべて2015 年１月１日現在。「ほぼ０%」は10-３%未満の確率値を、｢ほぼ０｣は10-5 未満の数

値を示す。なお、計算に用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。 

指標(1)経過年数 ：当該活断層での大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する回数）は、最新活動（地震

発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（BPT 分布モデルを適用した場合の考え

方）。一方、最新活動の時期が把握されていない場合には、大地震発生の危険率は、時間

によらず一定と考えざるを得ない（ポアソン過程を適用した場合の考え方）。この指標は、

BPT 分布モデルを適用した場合の危険率が、ポアソン過程を適用した場合の危険率の値を

超えた後の経過年数である。値がマイナスである場合は、BPT 分布モデルを適用した場合

の危険率がポアソン過程を適用した場合の危険率に達していないことを示す。長野盆地西

縁断層帯飯山－千曲区間の場合、ポアソン過程を適用した場合の危険率は、２千５百分の

１から８百分の１（0.0004－0.001）であり、いつの時点でも一定である。BPT 分布モデル

を適用した場合の危険率は、時間とともに増加する。BPT分布モデルを適用した場合の危険

率がポアソン過程を適用した場合の危険率に達するには、今後４百年から１千６百年を要

する。 

指標(1)比    ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間をA とし、BPT 分布モデルによる

危険率がポアソン過程とした場合のそれを超えるまでの時間をB とする。前者を後者で割

った値（A/B）。 

指標(2)     ：BPT 分布モデルによる場合と、ポアソン過程とした場合の評価時点での危険率の比。 

指標(3)     ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確

率）。 

指標(4)     ：評価時点以後30 年以内の地震発生確率をBPT 分布モデルでとりうる最大の確率の値で割っ

た値。 

指標(5)     ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 

 

付表 
地震発生確率等の評価の信頼度に関する各ランクの分類条件の詳細は以下のとおりである。 

ランク 分類条件の詳細 

ａ 
発生確率を求める際に用いる平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも比較的高く（◎

または○）、これらにより求められた発生確率等の値は信頼性が高い。 

ｂ 
平均活動間隔及び最新活動時期のうち、いずれか一方の信頼度が低く（△）、これらにより求め

られた発生確率等の値は信頼性が中程度。 

ｃ 
平均活動間隔及び最新活動時期の信頼度がいずれも低く（△）、これらにより求められた発生確

率等の値は信頼性がやや低い。 

ｄ 

平均活動間隔及び最新活動時期のいずれか一方または両方の信頼度が非常に低く（▲）、発生確

率等の値は信頼性が低い。このため、今後の新しい知見により値が大きく変わる可能性が高い。

または、データの不足により最新活動時期が十分特定できていないために、現在の確率値を求め

ることができず、単に長期間の平均値を確率としている。 
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<付録> 

信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯）について重力異常や大学グループなどの調査による情報を取

り込んで断層の位置及び形態などについて改訂を行った。以下に改訂となった項目とその値について、

前回の評価と今回の評価の対比表を示す。なお、評価にあたっては、下表に示す数値のほか各値を求

めた根拠についても改訂していることに留意されるとともに、その詳細については評価文を参照され

たい。 

 

長野盆地西縁断層帯の活動区間についての新旧対比表 

項 目 
前回の評価 

（平成13年11月14日） 

今回の評価 

（平成27年４月24日） 

活動区間 
主部 飯山－千曲区間 

－ 麻績区間 

 

 

飯山－千曲区間の評価についての新旧対比表※ 

項 目 
前回の評価 

（平成13年11月14日） 

今回の評価 

（平成27年４月24日） 

１． 断 層 帯

位置・形

態 

 

 (1) 長野

盆地西縁

断層帯を

構成する

断層 

長野盆地西縁断層、重地原（じゅう

ちはら）断層、北竜湖（ほくりゅう

こ）断層 

 

 長野盆地西縁断層、重地原（じゅう

ちはら）断層、北竜湖（ほくりゅう

こ）断層 

 

(2) 断層

帯 の 位

置 ･ 形 状

等 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯36°57′ 

東経138°28′ 

（南端）北緯36°33′ 

東経138°06′ 

長さ   約58km 

一般走向 N35°E 

傾斜角 不明（西傾斜） 

 

地下における断層面の位置・形状 

傾斜角 不明（西傾斜） 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯36°57.9′ 

東経138°27.8′ 

（南端）北緯36°31.5′ 

東経138°05.8′ 

長さ   約59km 

一般走向 N34°E 

傾斜角 北西傾斜20－40°程度 

 

地下における断層面の位置・形状 

傾斜角 北西傾斜20－40°程度

（深さ４km以浅） 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

麻績区間の評価についての新旧対比表※ 

項 目 
前回の評価 

（平成13年11月14日） 

今回の評価 

（平成27年４月24日） 

１．断層帯位

置・形態 

 

 (1) 長野

盆地西縁

断層帯を

構成する

断層 

－ 

 

麻績（おみ）断層 
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(2) 断層

帯 の 位

置 ･ 形 状

等 

－ 

 地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

（北端）北緯36°31.6′ 

東経138°05.2′ 

（南端）北緯36°24.6′ 

東経138°00.6′ 

長さ   約15km 

一般走向 N28°E 

上端の深さ 約０km 

傾斜角 北西傾斜 

 

地下における断層面の位置・形状 

傾斜角 北西傾斜（地表付近） 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

 

○ 

２．断層帯の

過去の活

動 

 

 (1) 平均

的なずれ

の速度 

－ 

 

不明 

 

(2) 過去

の活動時

期 

－ 

 

不明 

 

(3)１ 回

のずれの

量と平均

活動間隔 

－ 

 1 回のずれの量（撓みを含む） 

２m 程度（全体） 

平均活動間隔 不明 

 

△ 

 

(4) 過去

の活動区

間 

－ 

 活動区間全体で１区間 ○ 

３．断層帯の

将来の活

動 

 

 (1) 将 来

の活動区

間及び活

動時の地

震の規模 
－ 

 活動区間 

活動区間全体で１区間 

地震の規模 

 マグニチュード 6.8 程度 

ずれの量（撓みを含む） 

 ２ｍ程度（全体） 

 

長野盆地西縁断層全体が同時に活

動する場合  

マグニチュード7.9程度 

 

○ 

 

△ 

 

△ 

 

 

 

▲ 
※変更が生じた項目のみ表示 

 


